別記第11号様式
酪農・肉用牛担い手経営改善計画承認申請書
　畜産特別支援資金融通事業実施要綱別添１の第３の３の（１）の規定により、私の酪農・肉用牛担い手経営改善計画を承認されたく、申請します。
　　　　　年　　月　　日
　北海道知事　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　氏　　名　　　　　　　　　　　　　　　　　
※提出があった申請書については、（総合）振興局で保存すること。
別記第11号様式の２　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	個人情報の取扱いに関する同意書

	  関係機関への関係書類の提供について、次の範囲内で同意します。
①  いただいた情報は、法令に定める場合を除き、次により同意いただいた機関以外に提供されることはありません。

②  関係機関に提供する情報の内容は、大家畜（養豚）経営改善計画及びこの添付書類のうち、次により同意いただいたもののみとします。

③  いただいた情報の管理にあたっては、個人情報の保護に関する法律その他の法令の個人情報の保護に関する規定を遵守します。

④  利用目的は、本承認申請書に係る関係機関による審査、利子補給手続、事後管理及び経営能力向上のための指導です。(農林水産省から畜産経営向け支援制度に関する調査等のための情報提供の要請があった場合には、氏名・法人名、既往借入金融機関名、取引先名等の個人が特定される事項及びそのおそれのある事項を除き要請に応じることがあります。)

	　次のいずれかの□に✓を入れて下さい。
１．提供先として同意する関係機関

　□ 全ての関係機関に提供することに同意します。

　□ 下記の関係機関に提供することに同意します。(同意する機関の□に✓を入れて下さい。)

　(行政機関等)

　　□※農林水産省　□※北海道　□※市町村　□※農業改良普及センター　□農業委員会

　(※融資機関・保証機関)

　　□　　　　　農業協同組合　　□北海道信用農業協同組合連合会　□農林中央金庫　　

　　□　　　　　銀行　　　　　　□　　　　　信用金庫　　　　　　□　　　　　信用協同組合

　　□株式会社日本政策金融公庫　□北海道農業信用基金協会

　(利子助成機関)

　　□※独立行政法人農畜産業振興機構    □※公益社団法人中央畜産会

    □※一般社団法人畜産生産者団体協議会

　(その他)

　　□※北海道農業協同組合中央会　　　　□※一般社団法人北海道酪農畜産協会

    □※ホクレン農業協同組合連合会  　　□※北海道市長会 　　 □※北海道町村会

　※　借入れしようとする融資機関、市町村、計画の審査を行っている北海道畜産特別資金融通事業等審査委員会の構成機関・団体、指導支援機関である農業改良普及センター及び利子助成機関（中央関係機関・団体）への情報の提供に同意いただけませんと融資、利子助成等に必要な書類が揃わないことになります。

  ※  なお、「畜産特別支援資金融通事業実施要綱」（平成25年2月26日付け24農畜機第4699号）等に規定する計画の見直しに関する書類についても上記と同様の機関への情報提供に同意していただく必要があります。

２．提供に同意する情報の種類

　□ 関係書類の情報の全てについて、１の※印の関係機関（融資機関にあっては借入れしようと　　する機関に限る。）に提供することに同意します。

　□ 下記の情報について、その他の関係機関に提供することに同意します。

　(同意する書類の□に✓を入れて下さい。)

　　□担い手経営改善計画（□添付書類）

	　
上記のとおり、確認しました。
　　　　年　　月　　日
　　　　　　　　　　　　　住所・所在地
　　　　　　　　　　　　　署　　　　名


	


別記第12号様式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　北海道知事　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（融資機関）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住　　所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名　　称
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者名
　畜産特別支援資金融通事業実施要綱別添１の第３の３の（１）の規定により、次のとおり担い手経営改善計画承認申請があったので提出します。
記
申請者　別紙のとおり
提出書類一覧
　・担い手経営改善計画（要綱別添１の別紙様式第３号－１又は第３号－２）
　・担い手経営改善計画添付資料

　・組合員勘定データ（過去３年分）
　・資産の状況がわかる資料等
・経営改善計画総括表（要綱別添１の別紙様式第４号）
別記第13号様式
担い手経営改善計画承認通知書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○農務第　　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
（融資機関）
　住　　所
　名　　称
　代表者名　　　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　海　道　知　事
　　　　　年　　月　　日付けで提出のありました担い手経営改善計画について、畜産特別支援資金融通事業実施要綱別添１の第３の３の（１）のエに基づき、別紙のとおり決定したので通知します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○○(総合)振興局産業振興部農務課○○○○係）
別記第13号様式の別紙
	氏　　　　　　名
	知事の承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認

	
	 承認・不承認


別記第14号様式
担い手経営改善計画承認取消通知書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○農務第　　　　　　号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
（融資機関）
　住　　所
　名　　称
　代表者名　　　　　　　　　　　　　　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北　海　道　知　事
　　　　　年　　月　　日付け○農務第　 号で畜産特別支援資金融通事業実施要綱別添１の第３の３の（１）のエに定める承認の通知をした担い手経営改善計画について、同要綱別添１の第３の２の（11）に基づき、次のとおり取り消したので通知します。
記
（通知対象者）
（通知理由）
（通知内容）　取消し　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（○○(総合)振興局産業振興部農務課○○○○係）
別記第15号様式　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
酪農・肉用牛担い手緊急支援資金に係る確認書
　畜産特別支援資金融通事業実施要綱別添１の第３の３の（１）のイに基づき、下記の内容を確認した。
　　　　年　月　日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（融資機関名）
記

	借入希望者
	経営形態

	
	１．酪農　２．肉専繁殖　３．肉専肥育又は一貫　４．乳用種肥育又は乳用種ほ育育成


	確　認　事　項
	確　認　内　容
	備考

	（１）大家畜経営を今後も長期に継続するとともに、経営の改善に積極的に取り組む意欲及び能力を有すること。
	有している
	有していない
	

	（２）65歳未満の者が現に主として大家畜経営に従事しており、かつ将来も従事する見込みがあると認められること又は65歳以上の者が現に主として大家畜経営に従事しており、当該者の大家畜経営に係る後継者が確定していること。
	
	

	
	65歳未満の者が現に主として大家畜経営に従事している。
	従事している
	従事していない
	

	
	後継者が確定している。
	確定している
	確定していない
	

	（３）簿記記帳を行っているか又は行うことが確実と見込まれること。
	行っている
	行っていない
	

	（４）借入れを希望する年度を含む直近の年度において、約定償還金の一部の返済が可能であること。
	可能である
	可能でない
	

	（５）法人にあっては、次のいずれかに該当すること。（該当するものに○印を記入）
	
	

	
	
	農事組合法人
	農業経営を営んでいる。
	営んでいる
	営んでいない
	

	
	
	合名・合資・合同
	農業者等が社員の過半を占めてい
る。
	占めている
	占めていない
	

	
	
	株式会社（公開会社でない）
	農業者等が株主で総数が50人以下である。
	株主で50人以下である。
	株主でなく50人以下でない。
	

	
	
	一般社団法人
	地方公共団体又は農業者等が表決権の過半を保有している。
	保有している
	保有していない
	

	
	
	その他
	理事長と協議して認める法人
	認められている
	認められていない
	

	（６）償還が終了するまでの間、毎年、融資機関に最新の財務諸表等を提出すること。
	提出する
	提出しない
	

	（７）次のいずれかに該当すること。（該当するものに〇印を記入）
	
	

	
	
	借換えを行う年度に、配合飼料価格安定基金が定める業務方法書に基づく配合飼料の価格差補填に関する基本契約及び配合飼料の価格差補填に関する毎年度行われる数量契約(以下｢契約｣という。)の締結をしている者。
	締結している
	締結していない
	

	
	
	借換えを行う直近年度及び借換えを行う年度のいずれも契約を締結していない者。
	締結している
	締結していない
	

	
	
	借換えを行う直近年度に契約を締結していたが、自給飼料への転換等の合理的な理由により、借換えを行う年度に契約を締結していない者。
	合理的な理由がある
	合理的な理由がない
	


頭数要件
	家畜の種類
	月　齢
	借入希望者
飼養頭数
	（参考）下記頭数以上が要件

	
	
	
	個人
	法人

	 乳用成雌牛
	概ね16ヶ月齢以上
	
	１５
	１５

	 肉専用繁殖雌牛
	概ね14ヶ月齢以上
	
	５
	１５

	 肥育牛
	 肉専用種
	概ね 6ヶ月齢以上
	
	１０
	３０

	
	 乳用種
	概ね 6ヶ月齢以上
	
	１５
	４５

	 乳用種哺育育成牛
	概ね 8ヶ月齢以下
	
	１５
	４５


